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並
木
の
川
＝
■
が
人
分
ヽ
き
と
た
，
　
綺

一電
に
ビ
ン
ク
の
ト
ン
ネ
ル
を
碇
し
出
し
て

い
る
●
い
，
今
日
こ
の
Ｌ
　
■
●
は
未
だ

‘
逃
し
続
け
暗
い
一
ュ
ー
ス
の
多
い
中

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
で
の
荒
川
”
音
避

子
の
笑
榎
が
今
メ
ダ
ル
と
共
に
■
き
テ
レ

ビ
に
ク
ロ
ー
ス
ア
ツ
プ
ヘ
れ
て
お
り
ま
し

た
．ボ
ピ
ー
の
■
●
が
年

一
日
と
な
り
ま
し

て
　
紙
上
で
の
ご
●
”
が
こ
の
■
期
と
な

り
大
変
遅
れ
ま
し
た
，
　
お
た
０
中
し
―

げ
ま
す
　
十
七
年
●
の
通
常
社
会
が
十
七

年
Ｔ
月
二
十
六
日
明
催
さ
れ
役
員
改
選
に

よ
り
　
―――
浚
辺
公
兵
，
の
後
に
と
し
て
重

責
を
負
う
，
と
な
り
ま
し
た

か
え
り
み
ま
す
と
　
“
山
商
■
会
議
所

女
性
会
は
ｔ
足
し
て
早
　
八
年
一　
ケ
月
が

過
ざ
ま
し
た
　
当
初
の
大
き
い
●
Ｔ
は
第

二
十
回
全
国
大
会
　
幕
張
メ
ン
セ
で
開
催

さ
れ
全
国
か
ら
三
千
六
百
名
余
り
の
会
員

さ
ん
が
一
同
に
合
し
て
の
ネ
晴
ら
し
い
セ

レ
■
ニ
ー
で
は
唯
々
，
き
と
湾
い
感
動
を

覚
え
ま
し
た
　
そ
し
て
各
地
で
開
催
の
■

１１１
女
性
連
　
間
”
女
性
連
　
県
商
女
■
連

■
の
行
事
で
は
　
全
員
の
皆
振
か
０
を
盛

，
―
げ
る
べ
く
生
き
■
き
と
し
た
対
応
で

の
Ｉ
握
の
，
子
を
日
の
当
た
り
に
し
て

ま
さ
し
く

全̈
国
女
社
会
活
動
の
指
■
一

に
則
つ
て
の
活
動
の
来
帖
ら
し
き
と
感
，

無
し
ま
し
た
．
又
全
国
内
Ｔ
会
議
所
女
性

会
連
合
会
会
長
Ｌ
し
て
小
京
市
ｒ
会
長
様

は
十
六
年
も
の
長
き
を
堂
々
と
し
て
女
Ｌ

を
■
さ
れ
　
全
市
女
性
迪
会
長
を
退
任
の

辞
に
皆
“
の
，
ｔ
に
お
応
え
す
る
に
は

誠
■
な
“
せ
と
行
動
で
”
の
通
っ
た
０

彙
ル
を
，
う
す
る
事
と
，
じ
■
し
て
」と

の
実
直
な
お
占
栞
も
心
に
強
く
ル
リ
ま
し

た
女
社
会
員
と
し
て
　
何
が
大
切
か
，
を

な
す
べ
き
か
的
工
に
判
断
し
て
地
域
の
背

様
の
た
め
　
一‘
Ｌ
イ
Ψ
か
な
人
生
を
送
る

た
め
ヽ
と
な
る
様
に
活
動
に
■
極
的
に
か

か
わ
り
合
っ
て
下
さ
い
　
十
い
な
卒
に

会
長
の
十
板
は
実
行
工
の
´
崎
ら
し
い

●
々
ば
か
り
で
ヽ
″
教
え
ら
れ
る
●
が
あ

り
ま
す
¨
こ
の
た
も
伸
互
の
期
Ｌ
を
輩
め

つ
つ
　
実
り
あ
る
女
性
会
活
動
を
し
て
，

社
会
に
●
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
公
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

こ
の
度
＋
七
年
度
女
性
会
の
事
業
活
動

絆
昔
を
載
せ
ま
し
た
　
お
仲
間
を
正
認
し

な
か
ら
一
年
山
の
女
社
会
の
歩
み
を
た
と

つ
て
い
た
だ
き
　
今
後
＋
　
御
支
援
仰
脇

力
の
，
御
腋
い
中
し
上
げ
ま
す

〓^
　
”一
倉

持

久

子

倉^
持
工
業
）

に
ヽ
の
寒

六
一で

十

日
程

遅

れ

て
た
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t成

十
七
年
度

０
１
人
年
■
“
荊
●
換
■
に
つ
い
て

十
月
七
日

水^
〕南
総
里
見
ま
つ
り

実
行
委
員
会
出
席

十
月
十
二
日
（水
）館
山
市
行
政
相
談

澪
談
会
出
席

十
月
十
六
日
（日
）南
総
旦
見
ま
つ
り
参
加

十
月
二
十
六
日

水^
）県
筒
女
性
連
　
女
性

経
営
者
支
援
事
業
　
パ
ネ
ル
デ
イ
ス

カ
ツ
シ
ョ
ン
出
席

十

一
月
二
日

水^
）定
例
役
員
会

い
＝
商
女
性
述
れ
察
研
修
会
に
つ
い
て

②
松
Ｆ
商
工
会
議
所
―
●
Ｈ
年
記
念
式

典
」「

い
・

０
第
四
回
今
同
Ｉ
ι
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

に
つ
い
て

い
新
年
■
■
会
に
つ
い
て

十

一
月
四
日
本金
）平
成
十
七
年
度

「実
践

に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
」出
席

十

一
月
十
四
日
（月
）特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
奉
仕
作
差
癸
施

十

一
月
十
四
日
（月
）研
修
会
　
公
開
医
療
華
還

「内
肢
脂
ル
“
”
群
」■
に
つ
い
て

＋

一
月
二
十

一
日

月^
）県
商
女
性
連
研
修

捏
祭
　
東
京
科
学
館
他
　
参
加

十

一
月
二
十
四
日

木^
）第
四
回
合
同
親
書

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
実
施

十
二
月
二
日

金^
）松
戸
商
工
会
議
所
女
性

会
二
〇
旦
年
記
念
式
奥
出
席

＋
二
月
人
曰
（木
）
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
奉
仕
作
業

業

の
■

ｍ
引
　
昨
“
　
施

肥
他

十

二
月
十

日

＾
土

）
県
安

田
会

長
受

章
祝

賀

会
　

十

七

年

文
化

の
日

の
表

彰

「
男
女

共

同
参

画
功
労

一
出
席

【
平
成

十

八
年

】

一
月
十

一
日

水^
）
定

例
役
員
会

●
前
年
■
親
会

に

つ
い
て

②
叫
山
女

性
追
賀

詞
交
換
会

に

つ
い
て

０
三
日
，
今

同
新
年
■
■
会

に

つ
い
て

ω

間
商
女
■
連
合
ヽ
全
読

に

つ
い
て

一
月
十

七
日

本火
）
新
年

懇
親
会

上

の
原
　
よ
需

に
て

一
月
十
九
日
（木
〉県
商
女
性
連
資
洞

交
換
会
出
席

一
月
二
十
七
日
（金
〓
一団
体
買
詞
交
換
会
出
席

二
月
四
日
（土
）地
域
活
性
化
活
動
の
　
■

と
し
て
，
志
に
よ
る
フ
ラ
ィ
ン
ス

レ

ン

ス

レ
開

始

二
月
二
日
（木
）関
商
女
性
連
会
長
会
議

並
び
に
講
漬
会
出
席

二
月
八
日
（水
）定
例
役
員
会

い
■

二
十

二
同
岡
出
女
■
■
給
＾

（
甲
●
大
会
，
¨
つ
い
て

②
Ｔ
業
女

■
会

〓
十
周
年
記
念
式
典

に

つ
い
て

い
十
九
■

●
県
商
●
■
址
裕
＾

（市
●
）

大
会

に

つ
い
て

い
ボ

ビ
ー
第

卜
″
，
発
行

に

つ
い
て

⑤
地
域

活
■

化
活
動

の
　

業
と

し

て
の

２

フ
″

ン
ス
に

つ
Ｌ

ヽ

事
業
活
動
報
告

【
平
成
十
七
年
】

四
月
十

二
日

（火
）
定
例
役
員
会

い
●
会

に

つ
い
て

い
関
墓

”
工
会
赦
所
女
社
会
還
今
会
■

＾
ヽ
に

つ
い
て

※
以
昨
名
称
に
出
し
て
略
■
と
し
ｔ
■

Ｏ
県
ι
一
一
■
■

結
会

に

つ
い
て

い
ポ

ビ
ー
発
”

（年

一
回
と
洪
定
）

二
月
十
六

日

月^
）
関
商
女
性
連
総
会
出
席

■
月
十
人
口

水^
）
県
商
女
性
連

総
会
出
席

二
月

二
十
六

曰

木^
）
通
常
総

会
　

懇
親
奎

い
平
成
―

六
■
″
¨
業
マ
■
並

び
に

収
支
決
算

八
認
に
関
す

る
■

の
平
成
―
し
年
度
¨
業
計

画

（４
）
並

び

に
Ｌ
●

予
算

（“

）
工
認
に
関
す

る
■

０
■
員
改
選

に

つ
い
て

六
月

二
十

二
日

（水

）
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
推

進
協
議
会
総
会
出
席

七
月

四
日
（
月
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

奉
仕
乍
業

実
施

七
月
六

日
（水

）
定
例
■
員
会

０

フ
ラ

リ
ー

ロ
ー
ト
■
■
，
業

に

つ
い

て

②
園

山
女
性
症

　
各
地
女

性
会

活
動

の

，

何

に

つ
い
て

０
各
チ

員
会

の
活
動

に

つ
い
て

七
月
＋

二
日
（火
）
研
修
会

公
開

医
療
講
座

「胃
と
Ｆ

■
指
颯

の
「
気
」
に

つ
い
て

会

長

倉

持

久

子

査
持
彙

）

七
月
二
十
二
日
（全
）
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

奉
仕
作
業

コ
ス
■
ス
の
，
ま
き
他

人
月
十
日
（水
）南
総
星
見
ま
つ
り

実
●
委
員
会
出
席

人
月
十
七
日

火^
）研
修
会

環
境
保
全
活
動

川
を
“
ら
せ
さ
れ
い
な
●
を
取
り
，

そ
う

ｒ
ｉ
Ｌ
か
ら
き
れ
い
な
水
を
流

し

ま

し

■

っ

一

人
月
二
十
六
日

金^
）
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
＾

仕
作
業
コ
ス
モ
ス
知
の
除
草
他

九
月
二
日
（金
〉‘
三
日

土^
）第
二
十
七
回

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
名
古
屋
総
会
出
席

九
月
六
日
本人
）市
の
賎
政
状
況
及

行
財
政
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て
出
席

Ｏ
移
動
研
修
会
に
つ
い
て

②
県
商
女
性
道
研
修
会
に
つ
い
て

い
市
の
●
政
恣
議
会
に
つ
い
て

い
環
境
保
全
活
動
発
足

九
月
三
十
日
（金
）
２
フ
ワ
ー
ロ
ー
ド
奉
仕
活
動

業
の
ｔ
の
■
ま
き
他

十
月
三
日
（月
Ｘ
一員
移
動
研
修
会

品
川
駅
周
辺
商
店
街
他

十
月
七
日

全^
）県
商
女
性
連
役
一〓
一
出
席

Ｏ
女
性
経
常
■
支
援
＋
業
に
つ
い
て

②
視
察
研
修
合
に
つ
い
て
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●
●
ィ
合
＝
，
等
に
つ
い
て

二
月
九
日
（本
）千
葉
女
性
会
三
十
周
年
記

念
式
奥
に
つ
い
て
　
ホ
テ
■
ダ
ー
ン

タ
ワ
ー
千
葉
　
出
■

二
月
二
十
二
日
（水
）反
省
会
　
大
凛
Ｌ
で

女
性
会
名
古
屋
全
国
大
会

に
出
席
し
て
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ボ
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リ
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束
芝
科
学
館

他

県
商
０
唯
連
　
研
修
視
宗

副
会
長
角

田

章

子

一ビ
ー
ス
製
３

１

一
月
一
ｌ
ｔ

＝
　
暖
か
い
日
■

iba Sclenc

=,イ 丁
〔 li′t
し ,1ま
た さ
,1 ど
′し

Hな
を に
キ 楽
ラ し
キ い
ラ 〔
と t
t  よ

t '

,1ろ
1本 〔 〔
,たし Fl
も た

'可   ●
'|[Ⅲ 実

と  H りi
l  ヽ | `  | `

う 1ヽ|'
こ り ′
′, ま 〔
ド す い
な が る
施  ほ
置 換 な
が 作 ま

し
か
ふ
り
そ
そ
ぐ
バ
ス
に
て
　
神
奈
川
の

■
ｔ
，
７
●

＾
■
山
か
い
〓
し
た
　
人
女

の
都
合
〓
し
■
う
　
■
■
　
●
―――
を
始
め

‘
■
　
本
虹
■
　
市
原
　
茂
原
　
■
全

人
街
Ｌ
多
く
０
地
区
の
方
々
と
同
果
で
す

´
あ
方
々
よ
り
　
お
気
遣
い
の
お
東
子
を

は
き
　
感
謝
”
山
到
十
　
三
帖
か
■
代
る

●
早
“
■
す
　
●
階
で
分
●
オー
　
■
■
と

■
子
ル
ギ
ー
　
デ
ジ
タ
ル
技
市
よ
¨
餃

十
■
体
と
に
用
と
資
＝
■
■
●

資
料
〓

に
は
　
，
電
製
品
剌
Ｌ
７
●
出
が
，
´
Ｌ

か
れ
　
中
■
も
■
に
と
つ
て
の
圧
感
は
当

¨
の
，
■
〓
〓
が
せ
て
ら
れ
る
●
　
一品
価

十
電
気
冷
¨
”
で
し
た
　
子
Ｌ
の
頃
　
ア

メ
リ
カ
哄
画
て
見
て
ヽ
れ
た
旧
式
で
十
が

，
一て
も
シ
ン
フ
ル
で
　
今
は
か
′
っ
て
お

爬
古
と
眼
に
映
え
る
あ
の
型
，
す
　
そ
し

て
　
も
う
　
つ
明
治
叶
代
の
田
中
久
ｉ
翁

年
二
万
年
自
嗚
姉
　
と
名
付
け
ら
れ
た
“

峙
計
の
●
高
性
作
を
■
見
致
し
ま
し
た

●
■
十
以
外
は
　
，
の
方
か
シ
コ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
支
え
案
内
し
て
下
さ
り
　
手
〓

愴
れ
る
■
の
距
雌
で
イ
々
●
朱
出
来
　
ま

■
の
ひ
Ｌ
つ
　
恒
例
と
な
っ
た
ボ
ー
リ
ン

グ
人
会
が
去
る
―
　
月
二
十
円
日
　
●
年

部
Ｏ
Ｂ
全
の
協
力
の
も
と
　
開
催
さ
れ
ま

し
た
　
和
気
あ
い
あ
い
ム
ー
ド
の
中
で
ス

タ
ー
ト

地
域
活
動
晏
一貝

鈴

木

久

子

キ^
る
い
鈴
木
商
店
一

商
Ｉ
会
議
所
ヶ

性
会
の
ヽ
し
，
行

第
７
回

全

国

商

工

会

議

所

女
性
会
連
合
会
名
古
屋
総
含

崚」
一薔
奎
の
間

ｒ^
■
■
出

東芝科学館
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′ 一ご
ク
軍
栞
周
奏
衝
属
３
一
０
，
違
Ｅ
●
け
て

副
会
長
中

村

欣

世

一丸
村
洋
磐

こ
の
時
姉
■
揉

お
忙
し
く
春
を
お

迎
え
の
，
お
■
ひ
中
し
上
げ
ま
す
．
街
で

は
入
，
時
の
か
わ
い
い
お
‘
造
を
日
に
，

し
ま
し
た
　
昨
年
の
十
月
県
連
の
な
性
会

が
千
■
文
化
ホ
ー
ル
に
ヽ
て
行
わ
れ
ま
し

た
　
ヽ
女
性
の
力
が
地
域
を
変
え
る
時
ヽ

を
　
変
え
る
～
男
女
共
同
´
両
社
会
の
促

進
に
向
け
て
ヽ
』
泄
¨
Ｉ
し
て
士
本
知
■

を
お
迎
え
し
て
の
パ
ネ
ル
一プ
イ
ス
ッ
シ
ヨ

ン
も
ご
〓
いヽ
ま
し
た

当
女
■
会
よ
，
渡
辺
匝
問
　
合
■
会
長

小
池
　
，
■
　
，
務
局
よ
り
鈴
木
　
私
と

行
つ
て
な
り
ｔ
し
た
　
バ
ネ
ラ
ー
と
し
て

■
本
嶋
子
知
，
　
嘔
和
大
学
副
学
ｋ
，
東

睫
■
■
氏
　
，
日
市
●
　
恨
本
■
氏

「
―
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
の
原
ひ
ろ
千
氏
が
子

れ
そ
れ
の
分
野
か
ら
社
会
　
家
●
か
ら
見

た
　
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
サ
ー
＾
の
●
Ｉ

＾
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
話
さ
れ
　
峙
の
ヽ
つ

の
も
忘
れ
る
程
の
熱
意
で
二
ざ
い
ま
し
た

堂
本
知
す
よ
リ
ン
に
に
た
け
る
昇
女
の
ん

り
方
　
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
　
妊
置
好
文
暑

働
き
な
が
ら
の
子
す
て
　
，
■
に
理
ｒ
氏

は
ネ
Ｌ
経
済
学
　
企
半
に
■
け
る
保
●
所

の
あ
り
方
　
育
児
体
共
中
の
サ
ポ
ー
ト
等

野
田
市
は

「子
市
て
し
や
す
い
行
を
目
指

す
」
子
常
支
ｉ
ｔ
デ
ル
百
町
村
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
エ
ネ
業
氏
　
原
ひ
ろ
子
氏

は
ア
ジ
ア
に
■
け
る
女
性
の
地
“
等
お
話

さ
れ
ま
し
た

千
文
県
も
女
性
の
職
場
が
増
え
て
お
り

ま
す
　
光
■
力
の
お
話
を
お
伺
し
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
　
―
八
年
前
に
，
●
“

用
法
が
制
定
さ
れ
　
，
Ｉ
も
男
性
と
同
じ

様
に
働
く
■
の
意
識
が
問
わ
れ
　
時
代
と

共
に
，
性
が
社
会
に
進
出
し
て
お
り
ま
す

き
“
細
か
な
女
性
の
力
で
せ
の
中
が
嘔
か

る
く
な
れ
ば
　
こ
ん
な
良
い
，
は
あ
り
ま

せ
ん
　
し
か
し
仕
■
に
よ
っ
て
は
　
ま
だ

ま
だ
か
な
わ
な
い
，
も
あ
，
ま
す
　
そ
の

中
で
，
■
を
考
え
た
畔
　
大
黒
柱
で
あ
る

の
は
父
で
も
ら
，
又
け
で
も
あ
り
ま
す

，
■
の
■
剌
を
計
，
　
背
が
協
力
し
お
ｉ

い
に
見
つ
め
合
う
よ
が
出
来
る
　
男
女
＋

同
，
両
社
会
で
あ
つ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す

で
第
二
回
Ｅ
Ｍ
市
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
　
Ｅ
Ｍ
●
と
は
　
環
■
“
化
に
活
用
さ

れ
て
い
る
な
用
徴
生
物
〓
　
米
の
と
ざ
汁

と
砂
樗
で
■
■
す
れ
ば
な
達
で
も
作
る
こ

と
が
出
来
ま
す
三
月
川
の
“
を
守
り
育
●

会
一
で
は
　
，
川
の
‘
化
連
動
に
取
り
肛

ん
で
い
て
Ｅ
Ｍ
南
を
，
週
川
に
流
し
樅
け

て
い
る
う
ち
に
　
し
て
も
ヽ
く
て
”
か
っ

た
川
が
今
で
は
＾
ド
ロ
も
少
な
く
な
つ
て

魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
が
川
に
一戻
つ
て
く
る
よ
つ

に
な
り
　
海
辺
に
は
ナ
ミ
ツ
コ
ー，
■
ら
れ

る
よ
っ
に
な
っ
た
と
い
つ
こ
と
で
す
．

河
川
を
″
す

一
番
の
，
因
は
　
私
辻
が

，
日
流
す
生
活
泄
排
水

生^
ゴ
ミ
　
■
剌

等
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
　
人
間

生
き
て
い
く
れ
に
は
■
活
■
排
人
は
イー‥
方

な
い
事
で
大
変
雉
し
い
問
題
で
す

Ｅ
Ｍ
［
剋
強
会
の
あ
と
，
＝
会
で
は

生
活
Ｉ
排
水
を
少
し
で
も
減
ら
す
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
話
し
合
い
が
，

わ
れ
二
今
日
か
ら
実
行
出
来
る
Ｉ
ら
し
の

中
の
対
策
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
標
■
を
作

り
　
台
所
■
の
日
に
触
れ
る
所
に
貼
っ
て

■
に
■
活
の
中
で
■
活
性
■
水
に
取
り
れ

ん
で
い
こ
う
と
い
う
■
に
な
り
ま
し
た

私
せ

の
ち

■

っ
と

し

た

０
■

け

で
　

環
境

を
史

く

す

る

こ
と

が

出
来

る

の
た

と

い

つ

，

を
改

め

て
学

び

ま

し

た

「ガ
ー
タ
」
「
ス
ト
フ
イ
ク
ーー
一
に
一

■
　
動
し
　
限
や
か
な
“
一声
を
あ
げ
な
が

ら
　
，
加
子
全
員
一
．十
名
）

＝
頃
の
忙

し
さ
か
ら
飢
，
さ
れ
　
ヽ
し
い
ひ
と
と
き

を
過
〓
し
ま
し
た
．

ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
皆
さ

ん
　
是
非
ご

一
“
に
丈
や
か
な
■
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
■
の
ご
´
加
を
お
●
ち
し
て
い
ま
す

〓
一
一
性
一一一
‐‐り‐‐‐

じ
Ｍ
面
‘

生
培
雑
雑
＊
に
つ
０
て

研
修
副
委
員
長

樋

口

光

枝

（樋
口
闘
器
店
一

去
年
人
月
　
商

Ｉ
会
議
所
女
性
会

研
修
委
員

高

精

和

子
嶋^
彗

―

一
月
二
，

一

苺
置
嘔性
り
Ｌ
」
Ｌ
離

　

日
　
始
■
が

一
オ

●
成
［
■
　
一
■
〓
は
野
円
　
三
オ
車
は

人
千
代
　
Ｉ
け
〓
は
人
街
か
ら
と
‘
オ
Ｌ

年
に
メ
ン
バ
ー
の
各
市
を
回
り
　
最
終
集

合
地
東
芝
科
学
“
＾
絡
″

一
ｔ
Ｏ
名
程
が

集
い
研
修
の
案
内
を
受
け
ま
し
た

“
山
か
ら
は
，
■
会
長
他
　
角
口
　
〓

竜
　
伊
燿
さ
ん
と
一尚
橋
の
●
名
で
バ
ス
矢

合
場
所
　
木
●
津
東
口
で
君
津
　
木
え
津

の
会
員
の
方
々
と
Ｉ
号
草
に
今
流
　
草
内

は
御
「
地
名
物
の
心
配
０
が
あ
り
　
和
や

か
に
目
的
地
に
伺
い
ま
し
た

川
崎
の
東
芝
■
十
蛉
で
は
　
折
し
も
，

外
十
習
中
の
小
十
■
の
げ
愛
い
散
戸
を
迫

う
様
に
説
明
Ｆ
き
　
イ
コ
ー
ナ
ー
は
■
学

の
進
化
の
単
き
に
峙
●
を
感
し
ま
し
た

昼
●
は
や
は
，
咄
浜
中
菫
街
　
何
度
行
つ

て
も
立
ち
■
―
た
い
●
の
行
　
食
後
の
ほ

策
を
一本
ね
て
　
上
し
も
と
お
も
し
ろ
水
族

館
で
ミ
〓
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
　
そ
れ
ぞ
れ

帰
述
に
■
き
ま
し
た
　
，
心
共
に
満
直
の

旅
で
し
た

マ ′



(=)

地
域
活
動
副
豊
一員
長

日
薔
喜
代
子

ｔ^
グ
一ラ
シ
）

館
山
バ
イ
パ
ス

沿
い
に
花
を
●
え

研
修
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

理
　
事

委
　
員

鶴^
ヶ
谷
実
彗
室
一

み^
く
に
塵
）

小^
林
資
金
属
店
）

マ^
ツ
ヽ
一壼
答
室
）

Ｇ^
Ｉ
●
Ｔ
，
ナ
カ
一

秋^
山
陶
苑
）

東^
宝
）

（薦
州
物
資
ヽ

小^
池
印
刷
一

釜^
屋
商
店
）

日^
〓
モ
ー
タ
ー
こ

茄^
摯
ペ
イ
ン
ト
エ
●
¨

薔^
多
山
旅
館
）

仲^
山
應
薬
）

畳́
久
商
店
一

（下
田
興
葉
）

（北
＝
商
店
）

（右
井
建
設
）

爾^
Ｌ
呉
服
店
）

組^
ロ
ロ
器
店
）

ひ^
ろ
い
）

一本
コ
Ｆ
留
一
Ｉ
琴

紅^
屋
商
店
）

に^
い
奎
）

大^
浜
）

櫃^
口
花
薗
）

順^
崖
）

（法
木
農
園
）

一オ
シ
ダ
リ
）

一杉
丼
工
葉
商
）

花
の
黄
色
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
て
　
館
―――

を
訪
れ
た
方
々
は
　
思
わ
ず
房
給
の
本
を

，
ら
や
ま
し
く
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
十
に
渋
流
の
時
等
　
工
窓
か
ら
見

え
る
黄
色
い
ジ
ュ
ー
タ
ン
は
気
持
ち
が
和

む
と
思
い
ま
す
．

先
日
も
ユ
で
通
つ
た
時
　
こ
の
辺
だ
つ

た
か
な
　
花
植
え
し
た
所
は
…
と
思
い
な

が
ら
バ
イ
パ
ス
を
通
つ
て
い
ま
す
。
体
カ

の
続
く
か
ざ
り
参
加
し
よ
う
と
思
つ
て
お

り
ま
す
．
皆
様
　
御
＋
労
様
で
し
た
．

き
な
桜
の
花
が
咲
く
の
が
丼
し
み
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
，
眸
き
や
年
に
二

回
の
老
人
ホ
ー
ム
の
●
仕
■
勁
等
　
会
長

さ
ん
は
じ
め
　
参
加
し
て
ド
き
る
情
報
の

お
陰
で
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
行
下
に

参
加
で
き
な
い
方
々
か
ら
も

「都
今
が
つ

か
す
中
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
の
言
“
を
い

た
だ
い
て
ま
す
が
　
，
で
嚇
力
し
，
つ
て

楽
し
め
る
●
　
■
を
流
せ
る
行
■
に
思
い

切
っ
て
参
加
す
る
事
で
青
，
と
の
会
話
の

中
で
何
か
し
ら
，
見
出
来
ま
す
　
勉
強
に

な
る
●
も
あ
り
ま
す
．
せ
つ
か
く
の
会
員

で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
　
自
ら
の
商

業
の
発
展
に
プ
ラ
ス
志
向
で
女
性
会
の
行

事
を
通
し
て
　
自
ら
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
し

て
新
年
度
を
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す

【総
務
委
員
会
よ
り
】

平
成
―
七
年
度
の
総
会
が
五
月
に
ｍ

催
さ
れ
　
役
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
蕪
し
ま
す

渡
辺
前
会
長
さ
ん
に
は
　
長
い
問
ご

古
方
様
で
し
た

親
睦
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

理
　
事

委
　
員

安
日
ア
ツ
子

樋
口
　
光
枝

慶
丼
　
光
江

鈴
木
　
早
苗

水
島
　
陽
子

吉
田
　
一
美

極
本
　
孝
子

樋
口
　
格
子

高
橋
　
和
子

法
木
千
枝
子

忍
足
奈
保
子

杉
井
　
純
子

地
域
活
動
委
員
会

‘
２

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
推
進
協
議
会
の

取
り
組
み
で
　
女
性
会
の
方
々
と
協
力
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
　
一属
絡
地
方

も
何
年
よ
り
寒
さ
が
厳
し
く
　
花
の
咲
き

も
遅
れ
て
い
る
依
で
す
。
，
か
ら
秋
に
か

け
て
那
■
バ
イ
パ
ス
の
コ
ス
■
ス
が
咲
き

乱
れ
る
中
　
人
月
下
旬
来
の
花
の
種
ま
き

準
備
の
た
め
　
草
取
り
も
し
ま
し
た
　
上

が
■
く
最
，
づ
ら
か
つ
た
の
で
す
が
　
せ

さ
ん
と

一
“
で
　
あ
っ
と
云
う
間
に
綺
延

に
な
り
良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
　
種
ま
き

は
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
草
取
り

，
が
出
た
‘
の
市
の
間
引
き
や
　
綺
痙
な

花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
肥
料
も
や
０
ま
し

た
　
普
段
何
げ
な
く
通
つ
て
い
る
道
路
で

す
が
　
人
気
の
良
い
日
は
ヽ
い
空
と
業
の

，
愛
く
”
い
て
　
本
も
す
ぐ
そ
こ
　
娘
さ

の
こ
と
を
考
え
て
　
今
年
こ
そ
は
雛
人
形

を
早
く
仕
舞
わ
な
け
れ
ば
と
眺
め
ま
し
た

ち
ょ
っ
び
り
残
る
こ
の
‘
さ
も
お
彼
岸
ま

で
の
辛
抱
か
な
と
　
崚
か
く
な
つ
て
大
好

顧
　
間
　
　
長
崎
署
久
校

頭
　
問
　
　
渡
辺
　
澄
子

本蒸
　
長
　
　
倉
持
　
久
子

副
会
長
　
　
中
村
　
欣
世

角
田
　
章
子

吉
田
ふ
み
子

総
務
委
員
会

委
員
長
　
　
一
一
田
ふ
み
子

副
委
員
長
　
辰
野
　
豊
子

理
　
事
　
　
一〓
滝
二
恵
子

（メ
リ
ー
塞
量
室
）

釉^
田
慶
商
唐
）

倉^
持
工
集
）

丸^
村
洋
服
店
）

ピ^
ー
ス
製
薬
）

吉^
日
興
彙
）

吉^
日
興
葉
）

ア^
ー
ク
ス
）

＾
〓
滝

コ
ン
タ
ー
ー
ヽ
工
撃
）

姜
員
長
　
　
星
　
み
ね
子

み^
の
や
）

副
委
員
長
　
日
手
暑
代
子

Ｅ
グ
一つ
と

理

事

　

長
日
　
恵
子

晏
田
商
Ｅ

監
　
事
　
　
伊
澤
き
よ
子

ヂ
，
デ
ル
ヒ
■
●

委
　
員
　
　
高
橋
　
博
子

３
洋
讐

加
廊
　
文
子

加^
薦
菫
子
鋼
）

藤
田
　
玲
子

一藤
里
澤
需
店
）

鈴
木
　
久
子

一す
ｏ
い
鈴
木
商
店

福

原
　
■

子

（覇
工
屋
酒
店
〉

鴫
日
千
津
子

Ｌ^
口
膏
き

花
輸
富
美
子

薔
山
Ｒ
そ
γ
■́

野
口
　
博
子

野^
口
商
事
）

こ
れ
か
ら
二
年
間
　
生
し
く
ご
協
力
お

嗜
い
し
ま
す

‘
Ｌ
●
●
●

Ｔ
年
を
振
り
返
り

地
域
活
動
委
員
長

星
　
み
ね
子

（み
の
や
）

我
家
の
雛
段
に

飾
っ
た
桃
の
花
も

正|し下角l●北佐嗚宮小
木村田田山山藤日地池
い   人薔
を飲初程重美友雪=春
り子子子子子子積江江

委監

員事

本三秋田′ヽ小熊植
間猜山中ネ林澤木
卜 美:さ恵
シ悦智美美洋栄初
工子子江子子子江



||'

研
修
会
に
参
加
し
て

新

年

会
に

て

た か ,い 人 く =ン 占 高  過  め
ブ る  ■ し ′ mJ..Jぉ ]|
, り と ,1 き |ヒ "` |」 l● サ | し ヽ |■
く ン 感 == し ,サル 駅 (気 lj
て ス し ヽ嗜 1明 ヽ¬

`"を
■ ● I見

掟 ホ ■ に 会 る ● な 1'中 い i,事
味 テ し 迪 |く い き で 心 |=「 i
し ル た , ′,て 「T ll  ■ 111′

故 た 0/.り で ,'11イ ヽ ■ ■ 駅 「
も を な 人 ザ:人 に  こを  し し  月
増 し か  い 迪 ● シ t, い た J三
し キ ‖

"物

り ,■ ■ 徴     ■|」

■ ■ た 今 ● ■ だ σ ●
い き る を さ り  わ  '
■ =力 ■ を  ■ ろ li後
す う を き 感 Ⅲ ,|,‖ は

■
に
て
皓
―――
市
ｔ
ｔ
円
■
伎
　
針
日
商
”

日
を
　

〓^議
■
●
■
凸
襦
性
′
■
は
じ
め
多
ム
の

こ
■
●
の
出
“
を
嘔
き
剛
――――
さ
れ
ま
し
た

，
■
を
叫
０
そ
の
後
　
●
何
の
，
興
Ｉ

親
畦
副
委
員
長

宮

地

■

江

（釜
屋
商
店
一

二
月
二
―
二
日

ぼ́
」
・　
　
　
　
　
　
夕
■
六
峙
■
―
分

に
は
仰
地
た
が
次
´
と
■
●
れ
　
ｔ
■
を

頂
き
た
か
ら
　
午
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